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ヘッドライン　中高の現場で楽しく安全に実験を 
―実験のリスクと予防策―

　現在の学習指導要領になってから，中学校および高等学校では実験が一層重視されるよう
になり，大学入試でも実験を題材としたものが見られるようになってきた。一方で，教育の
現場では実験をあまり行っていないことも事実である。その理由の 1つに「実験上のリス
ク」がある。本企画では，どのようなリスクがあって，どのような点に注意を払えばよいの
か，また，リスクを小さくするにはどのような工夫や改善が有効なのかを紹介する。
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小学校理科・中学校理科はどう変わるのか　―学習指導要領改訂の全体像と理科の改訂―
   清原洋一
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
　―科学的に探究するために必要な資質・能力の育成を目指して―  野内頼一
理科の「見方・考え方」を働かせ，「資質・能力」を育成する小学校理科へ
   三木勝仁，櫻井啓子，東　菜摘
中学校における理科授業の実践例　―第 2学年 化学変化と熱―  鈴木一成

次号ヘッドライン 「理科」の教育はどう変わるのか 
～小学校・中学校の新学習指導要領の影響～

　関東大震災後に駒場に移転した旧東京帝国大学航空研究所の本館として 1929 年に完成。
震災後の東大キャンパスの再建を主導した建築家で東大教授の内田祥三氏の指導のもと，
内田氏の弟子，岸田日出刀氏（東大助教授：当時）が設計した。建物は直線と真円を組み
合わせたデザインが使われており，左右非対称である。時計台は，上方がややつぼまり，
時計と窓の位置関係は 4方向すべて，意図的にずらして配置されているなど，独特の形を
している。
　「セッション」という折衷主義のデザインであり，昭和初期の国際建築の影響を日本流
にたいへんうまく翻案して表現した時計台であると評されている。（撮影：宇戸　浩二）

表紙の言葉　東京大学先端科学技術研究センター 13 号館（国指定登録有形文化財）


